
昭
和
布
・
初
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

資

料・

辞

書
・

索

資料・辞書・索引

国

語

資

料

に

は
、

文

献

に

限

ら

ず

現

代

語

の

円

頭

語

も
今
日

ま

れ
、

そ

の

種

演

も

数
種

が

挙

げ
ら

れ

て
い

る

が
(
橋
本
進
吉
博
士
著
作
集
第一
巻
所
載
「
国

語

学

研

究

法
」
)
、

過

去

二

ヶ

年

聞

に

お

い

て
、

日

本

語

考

察
の

意

図
の

も

と

に
、

資

料

そ

の

も

の

又

は

そ

れ

に

つ

い

て
、

新

た

に

公

表

さ

れ

た

も

の

と

な

る

と
、

「

文

献
」

が

主

対

象

と

な

る
。

し

か

も

管

見
の

限

り

で

は

種

類

も

量

も

多

く

は

な
い
。

中
世
末
期
こ
ろ
の
外
国
人
の
手
に
成
る
諸
資
料
と、

訓
点
資
料
お
よ
び

近
世
話
学
書
の

綾
刻・
論

注
が

そ
れ

で
、

呈
の

少
な

き
に
比
べ

て
、

し

か
し

質

的
に
は
有
用

な

も

の

で
あ

る
。

中
世
末
期
こ

ろ
の

国

語

由人
の

資
料
と

し
て

い
わ
ゆ
る

外
国
資
料

が
次々
と
複

刻

さ

れ

当

期

語

の

音

韻
・

語

法

等
の

考

察

に

資

せ

ら

れ

て

来

た

が
、

こ

の

両

年

も

朝
鮮
資

料

た
る

『

重
刊
改
修
捷
解
新

語

|
本

文
・

国

語

索
引
・

解
題
|
』

(
昭

お・
9

)

と
、

シ
ナ
資
料
た

る

『

全
漸
兵
制
考

日
本
風
土
記
|
本
文
、

国

一語
・

漢
字
索
引

!』
(

昭

お・
9

)

と

が、
京
都
大
学
国

語

学
国

文

学
研

究
室

か

ら

公

刊

さ

れ

た
。

既

刊
の

朝

鮮

資

料

二

点
に

加

え

て

基

本

資

料

四

点

を

同

研

究
室
か

ら

世
に
送
っ

た
こ
と

に
な

る
。

外
国

資

料
と

い

え

ば
キ
リ

シ
タ
ン
資
料

を

偏

重

し

が

ち

な

風

潮

に

あ

る

折

か

ら
、

同

研

究

室

の

壮

挙

は

意

義

が

大

き

い
。

こ

れ

で

稀

綴

の

資

料

が

一

級

学

徒
の

利

用
に

似

せ

ら

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
。

た

だ

し

国

語

資

料

と

し

て

の

限

界

に

は

常

に

心

す
べ

き

で
、

安

田

章

氏

の

解
題
は
周
到
に
し
て
有
益
で
あ
る
。
(
『
日
本
風
土
記
』

に
つ
い
て
は
、

最
近
で

は
福
島
邦
道
氏
の
要
を

得
た

紹

介
「
国
語
学
紛
」

や、

考
察
「
未
定
稿
8
」

(
昭

お
・

3
)

が
あ
る
)
。

岩
波
版
『
日
葡
辞
書
』

の
複
刻
(
昭
お
・

ロ
)
(
土

づ|

、、，
 
••••
 
4
 
'/
 

芳

-kr
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規

井
忠
生
博
士
の
簡
潔
周
到
な
解
説
を
付
す)

は、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
弘
通
史

上
、

か

の

ロ

ド

リ

ゲ

ス

日

本

大

文

典
の

翻

訳

版

と

共
に

注

目

に

価

す

る
。

国

文

注

釈

書

に

ま

で

か

く

頻

用

さ

れ

る

こ

と

は

か

つ

て

な

か

っ

た
。

本

警

が

当

期

語

学J

察
の

上

に

果

す

役

割
の

大

な

る

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

が
、

日

葡

辞

書

過

俣

の

あ

ま

り
、

認

引

が

屡
々

見

ら

れ

る
。

森

田

武

氏

が

注

意

さ

れ

る

よ

う

に
、

葡

語

史
の

配

慮

や

誤

怨

を

考

慮

し

た

上

で

の

解

読

が

必

要

で
、

資

料

的

性

質

を

見
究
め

た

忠
実
な

煎
解・
利

用
が

希
ま
れ
る
。

印
刷
技
術へ
の

不
満
(
亀
井
孝

「
国
語
学
ω
」)

や
解
説
に

つ
い
て

の
批
判
(
川
上
奏
「
国
語
研
究
日
」)

も
参

考
に

な

る
。

ま

た
、

『
士
口

利

支

円

教

義
の

研

究
』

が

稿

本

進

吉

内

士

著

作

集

に

再
録
さ
れ
た
(
昭
お
・

3
)
(
原
本
の
複
製
は
欠
〈
)
。

精
確
な
翻
字
(
亀
井
孝

氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

補
正
を
要
す
る
も
の
は
頭
注
の
「
ソ
ソ
ク
」
一

つ
と
い

う
)

や

周

到

な

考

証

に
、

十円

び

襟

を

正

す

思
い

が

あ

る
。

こ

の

書

が

か

つ

て

東

洋

文

庫

論

叢
の
一

と

し

て

出

さ

れ

た

昭

和

初

年

に

比
べ

て
、

多

く

の

外

国

資

料

を

机

右
に

備

え

ら

れ

る

よ

う

に

な
っ

た

後

生

の

幸

せ

を

身

に

覚

え

る
。

高

羽

五

郎

氏

が

「

国

語

学

資

料
」

の

促

供

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い
。

『
ス

ピ

リ

ツ

ア

ル

修

行
(

原

文
)

V
』

(

昭

お
・

5
)
、

『
ロ

ザ

リ

オ

の

経

翻

字

篇

四
』

『

嘗

愉

尽

八
』

(

昭

お
・

ロ
)

の

完

結

を

も
っ

て

休

止

さ

れ

た

が
、

こ

こ

十

余

年

に

な

し

た

功

績

は

大

き

い
。

訓

点

資
料

の

模
刻・
解
読
・

解
説
等

は、
訓

点
語

学
会々
員
を

中
心
に

着
実

に

進

め

ら

れ

た
。

『

訓

点

語

と

訓

点

資

料
』

(

以

下

『

訓

誌
』

と

略

称
)

は

臼

輯

(
昭
お
・

2
)
-

H
輯
(
昭
お
-

m
)
・
日
輯
(
昭

お
・
1
)
・

凶
輯
(
昭
お
・

7 



4
)
・

げ
輯

(
昭
お
・

6
)
、

mm
輯
(
昭
お
-

m
)
-

m
輯
(
昭
お
・

日
)

を
出

し
た。

ま
た
大
坪
併
治
博
士
の
大
著
『
訓
点
語
の
研
究』
(
昭
お
・
3)
も
出

た。
後
者
に
は、
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
十
種
の
重
要
資
料
の
詳
細
な

解
説
が
あ
る。
山石
洲
本
願
経
四
分
律
古
点、
石
山
寺
本
弁
中
辺
論
延
長
点
の
二

資
料
は
本
書
で
初
め
て
解
説
さ
れ
た
も
の
で、
訓
点
語
の
諸
事
実
を
記
録
し
た

功
績
は
大
き
い。
解
読
文
に
は
曽
田
文
雄
「
興
聖
寺
本
大
阿川
西
域
記
巻
十
二
例

解
説
文」
『
訓
誌
M
・
日
』)
・
同
「
西
南
院
本
甘
忽
軍
茶
利
菩
薩
供
養
念
詞
成

就
侠
軌
康
和
点
併
解
読
文」
(『
訓
誌
日
』)
(
解
説
は
『
訓
誌
げ
』)、
稲
垣
瑞
穂

「
東
大
寺
図
書
鉱
蔵
本
百
法
顕
幽
抄
巻
第一
古
点
試
読」
(「
武
庫
川
女
子
大
紀

要
7」)、
松
本
健
二
「
大
東
急
記
念
文
庫
本
大
日
経
義
釈
巻
十
三
併
解
読
文」

(『
訓
誌
はγ
口
』)
(
解
説
は
「
か
が
み
5」
(
昭
お
・
3))
が
あ
り、
模
刻
に

は
新
発
見
の
遠
藤
嘉
基
「
西
南
院
蔵
和
泉
往
来
(『
訓
誌
げ
』)、
「
補
正」
(『
訓

誌
日
』)、
「
あ
れ
こ
れ」
(『
訓
誌
ω』、
『
語
文
研
究
凶
』
(
昭
お
・
5)、
築
島

裕
「
絞
投
神
社
蔵
文
選
序
古
点」
(『
訓
誌
は
』)、
小
林
方
規
「
似
投
神
社
蔵
正

安
本
文
選」
(『
訓
誌
は
・
凶
・
日
』)
や、
中
国
祝
夫
「
東
大
字
岡
市内
館
蔵
釈

摩
詞
術
論
承
元
元
年
点」
(『
訓
誌
時
』)
が
あ
り、

京
引
に
築
防
裕
「
長
承
本

栄
求
め子
音
点(一二)
l
岡
引
索
引
|」
(『
訓
誌
日
与、
告
白
に
遠
藤
嘉
基
「
吉
沢

義
則
編
点
本
書
目
の
補
正
(
そ
の
二)」
(『
訓
誌
日
』)
が
あ
る。
こ
れ
ら
は
こ

の
学
の
拡
が
り
を
反
映
し
て、
平
安
初
期
の
安
白
を
補
う
だ
け
で
な
く
次
第
に

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
資
料
に
ま
で
広
く
関
心
が
移
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る。
訓
点
資
料
が
国
語
音
韻
史
に
大
切
な
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が、
そ
れ
は
平
安
時
代
に
限
ら
ず
鎌
倉
時
代
の
間
隙
を
埋
め
る
こ
と

も
で
き
る。
例
え
ば
正
安
本
文
選
に
は
「
オ
股
長
背
の
関
合」
の
問
題
例
や
述

戸
の
世間
例、
効且日
表
記
の
崩
れ
を
知
る
例
も
存
す
る。
こ
れ
ら
は
こ
の
資
料
だ

け
で
な
く
梅
沢
本
本
朝
文
料
正
安一
元
年
点
や
鎌
倉
時
代
加
点
の
内
氏
文
集
な
ど

に
も
多
く
存
す
る。
こ
の
方
面
の
調
査
が
進
め
ば、
右
の
乱
れ
は
「
古
文
書
お

よ
び
同
文
に
み
ら
れ
る
も
の」
(
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
研
究』
解
説)

と
か、
文
献
の
成
立
の
論
拠
に
応
用
し
て
右
の
乱
れ
が
存
す
る
が
故
に
当
該
文

献
の
成
立
を
室
町
時
代
以
降
と
す
る
類
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
字
治
拾
遺
物

語』
解
題)
の
言
辞
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う。
築
島
裕
「
訓
点

資
料
と
そ
の
取
扱
ひ
方」
(「
国
語
と
国
文
学」
昭
お-
m)
は
訓
点
資
料
の
現

段
階
に
お
け
る
一

応
の
整
珂
と
し
て
後
進
を
導
く
所
が
大
き
く、
又

訓
読

語
研

究
に
は
ま
だ
多
く
の
資
料
蒐
集
整
理
と
レ
ぅ、
研
究
の
前
段
階
の
操
作
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
る。

外
国
資
料
と
訓
点
資
料
と
は、
活
用
時
期
に
遅
速
は
あ
っ
た
が、
共
に
第一

等
史
料
と
し
て、
国
語
史
研
究
を
限
進
さ
せ
た。
開
拓
さ
れ
た
時
代
語
は
前
者

が
中
世
末
期、
後
者
が
平
安
時
代
に
重
点
が
あ
っ
た。
国
語
中人
を
時
代
別
に
顧

み
れ
ば、

鎌
倉
時
代
語
も
近
世
後
期
語
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う。
そ
れ
に
は
当
代
語
の
芳-
本
資
料
の
探
究
整
理
が
必
要
で、
後
者
に
つ
い
て

は
近
代
語
学
会
の
会
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る。
前
者
に
近
い
も
の
に
は、
福

島
邦
道
豆町
額
資
料
と
し
て
の
世
阿
弥
自
第一
本」(「
言
語
と
文
芸」
昭
お
・
日)

の
よ
う
な
既
知
の
資
料
の
史
料
と
し
て
の
再
検
討
も
あ
る
が、
当
代
誌
の
稔
合

的
調
交
は
十
分
架
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る。
例
え
ば、
京
大
守
学
似
宗
性

上
人
の
述
書官
の
ご
と
く、
ハ地
も
多
く、
質
的
に
も
片
仮
名
交
り
文
(
当
時
の
口

語
を
多
く
含
む)
・

訓
点
本
・

変
休
渓
文
・

平
仮
名
消
息
な
ど
耐一
吉川
な

好
資
料

を
持
ち
な
が
ら、
所
く
仏
教
山人
家
に
よ
っ
て、
平
岡
定
海
『
京
大
士山Y
宗
性
上
人

之
研
究
並
史
料
(
下)
』
(
昭
お
・
3
)
(
上
・

中
は
既
刊)

の
整
列
が
成
っ

た
程

度
で
あ
る。

近
世
国
語
学量一H
の
模
刻・
校
注
に、
中
国
祝
夫・
竹
岡
正
夫
『
あ
ゆ
ひ
抄
新

注』
(
昭
お
・
4)
と、
竹
岡
正
夫
『
笛
士
谷
成
章
全
集
|』
(
昭
お
・
3)、

お
よ
び
三
木
幸
信
『
活
訟
余
論
四
・
五
・
六』
(
昭
お
・
ロ)
が
あ
る。
『
あ
ひ

抄
新
注』
は
深
い
読
み
に
支
え
ら
れ
た
一郎
注
と
「
あ
ゆ
ひ
活
用
問」
を
創
っ
た

解
題
と
が
本
告
を
単
な
る
複
刻
で
は
な
く、

「
あ
ゆ
ひ
抄
」

な
レ
し
は

学
書
の

注
釈
史
上
画
期
的
な
も
の
と
し
て
い
る。
『
成
章
全
集
上』
は、
「
刊
本
か
ざ
し

抄
」
一ー
杭
本
あ
ゆ
ひ
抄」
(
あ
ゆ
ひ
抄
の
成
立
過
程
を

窺
う
に

釘
重
で
あ
る)

「
刊
本
あ
ゆ
ひ
抄」
→
よ
そ
ひ
本
抄」
「
万
葉
類
語」
お
よ
び
歌
学
編
の
「
六
迩

8 



資料 ・ 辞書 ・ 索引

略
図
」

等
八
蓄
の

翻
刻
と
、

前
三
書
に

詳
し

い

論

注
を

加
え

た

輝
か
し
い
業
績

で
あ
る

。

近
時
の
岡山
弁
的
方
向
に
進
ん
だ
と
評
さ
れ
る
文
法
研
究
の
反
省
の

資

と
し

て

も

時
宜
を

得
た
も
の
と

思
う
。

「

活
語
余
論

四
・

五
・

六
」

は

松

尾
捨

治

郎

博

士
の

跡

を

補
わ

れ

た

も
の

で
、

三

木

博

士
の

義

門

研

究
の
一

業

績
で

ゐ

り
、

詳

細

な

注

は

本

文

読

解
に

資
す

る
。

学

説

研

究
は

本

文
の

正

し
い

理

'貯
の

上
に

築
か

れ

る

も
の

で

あ

る

か

ら
、

か

か

る

資

料
の

公

刊
は

更
に

織
に

あ

り

た

い
。

竹
伺
氏
の

「

脚
結
奥
呂
」

(
「
未
定
稿
9

」
(
昭
お
・
9
)

の

翻
刻
は

『

全

集
(

下
)
』

を

補

う

も
の

で

あ

る
。

現

代

語
に
つ
い
て
、

国
語
研
究

所
「

同
音
語
集
」
(
『
同
音
語
の
研
究
』

昭
お

・
3
)
、

『

総
合
雑
誌
の

用
字
』
(

昭
お
・

日
)

が

あ

る。
実
践
に

は

こ
の

よ
う

な

凋

究
お

よ

び

そ

れ
か

ら

得
た

理

論
の

裏

付
の

要
を
、

今
日

特
に

痛

感
す

る
。

文
献
以

外
の

資
料
に

ふ
れ
た

も
の

に
は
、

金
回
一

存
彦
「立円
四朗
史
資
料
と
し

て

の

真一
三
口

声

明
」
(
「

国

語

学
日
」
)

が
、

現

在

真

言

宗
に

伝
わ

る

戸

明
に

古
い

発

音

を

伝

え

る
こ

と

を

八

曲
の

声

明
の

解

説
に

よ
っ

て

述
べ

て

い

る
。

さ
て、
右
述
の
資
料

公
刊
は

、

従
来
の

国
語
史
の

重

点
が

、

国
語
の
文
法
史

・

音
韻
史
に
あ
っ

た

反
映
と
見
ら

れ
る
。

し

か

し
国
語
史
の
課
題
が

近
時
の

よ

う
に
広
く
表
記
様
式
史
や
文
体
史
・

語
安
史
等
に
及
び
更
に一
言
語
生
活
史
に
転

ず

れ

ば
、

過

去
の

凡

百
の

文

献

が

資

料
と

な

る
。

し

か

し

そ

れ

ら
の

理

論
の

裏

付
け

に
堪
え

る

資

料
の

探
求
整

理
は

国
語
史
家
に

は
十
分
で

き
て
い
な
い

か

と

思

う
。

少

く

と

も
こ

の

両

年
に
つ

い

て

言
え

ば
、

歴

史

学
・

国

文

学
・

書

道

史

等
の

隣

按

学
の

人
々

の

手
に

な

る

業

績
に

頼

ら

ね

ば

な

ら

な
い
。

私
は

そ
の

方

面
の

情

報
に

う

と

い

の

で
、

以

下

管

見
に

入
っ

た

も
の

を

列

挙

す

る
に

止

め

る
。

歴
史
家
に
よ
あ
も
の

に

『
大
日
本
古

記
録
』
(
「
殿
磨
一
」

昭
お
・

辺
、

「
臥

雲
日
件
録
抜
尤
」

昭
お
・
3
、

「
府
津
政
景
日
記
六
・

七
」

昭
お
・
3
、

昭
お

・
3
、

「
小
右
記
(
二
)
」

昭
お
・

6
、

「
言
経
卿
記
二
」

昭
お
・
3

)
、

『
大
日

本

史

料
』
(
「
八

日柄

之
二

十
三
」
、

「
七

編

之

十

七
」
、

「
八

編

之
二

十
三
L
、

「
十

編

之
十
」 、

「
十
二
編
之
四
十
一
ー」

昭
お
・
3
、

「
八
編
之
二
十
四
」

昭
お
・
3

)

『
大
日
本
古

文
書
』

(
「
家
わ
け
十

八
東
大
寺
図
書
館
蔵
文
書
之
二
」
、

「

家
わ
げ

十

九

醍
醐
寺
文
書
之
三
」、
「

幕
末
外
交
関
係
文
書
之
二

十
」、
昭
お
・
3

)、

『
大
日
本
近
世
史
料
』
(
市
中
取
締
類
集
二
、

唐
通
事
会
所
目
録
三
)、

『
天
草
古

切
支
丹
資
料
H
同
同
』

(
九
州
史
料
刊
行
会 、

昭
お
・

3
、

昭
お
・
9
、

昭
お

・
3
)

、

『
実
降
公
記
』
(
巻
六
上 、

昭
お
・
6
)

お
よ
び
「
実
隆
公
記
」
(
巻
三

下
、

四
上
下)

の
再
版 、

『
鹿
苑
日
記
』
(
巻
一

|
六)

の
再
版 、

久
我
家
文
書

の

連
載
(
「
国
学
院
雑
誌
」

昭
お
・
4
、

昭
お
・
6

、

昭
お
・

8
1

1
、

昭
お
・

l

i
4
、

昭
お
・

6
、

昭
お
・
9
、

昭
お
-

u
i

ロ
)
な
ど
口
亙
が
多
レ

。
(
『
群
書

解

題
』

も

十
二

冊
が

出
た
)
。
こ

れ

ら
は

平

安

時

代
か

ら

江

戸

時

代
に

か

け

て

の

主
要
な

日
記
・
古

記
録
を

編
纂
し
、

歴
史
家
の

基
本
史
料
と
し
て

公

刊
さ
れ

た

が
、

国
語
史
料
と
し

て

も

文
体
史
・

諮
裳
史
考
察
に

有
用
で

あ
り
、

桑
田
忠
親

『

利

休
の

書
簡
』
(
昭
お
・
l
)

の

よ
う
に

音
韻
史
に
も
有
益
な

も
の

も
あ
る
。

例
ば

利

休
の

『

末

期
の

文
』

(

天
正

十

九

年
二

月
)

に

は

「

西

之

浦

す

じ
(

筋)

弥
三

郎
事」
「
中
す

じ
(
筋)
の
事
也
」

が

あ
り、

又
「
い
ま

だ
少
々
あ
ひ
が

ん

(
哀
願)

計
候
」
(
天
正
十
三
年
八
月)
「
ぞ
う
さ
な
き
よ
う

に
い
た
し
」

な
ど

新
し
い

用

例

を

知
る
の

で

あ

る
。

国

文

学

関

係

者
に

よ

る

平

安

時

代

作

品
の

文

献

学

的

研

究
は
、

近

代
文

献

学

の

開

始

以

来

半

世

紀

を

経

て
、

資

料
の

探

索
・

処

理
の

段

階
か

ら

分

類

整

理
の

段
階
に
到
達
し
、

本

文

批
評
と
し
て
諸
種
の
重

要
作

品
の

校
本
が
こ
の

二
ヶ
年

間
に
も

引
き
つ

づ

き
成
っ

た。
福
井
貞
助
『

伊
勢
物
語
に
就
き
て
の

研
究 、

校

本

補

選

篤
』
(

昭
お
・

ロ
)
、

小

松

茂

美

『

後

核

和

歌

集、

校

本
と

研

究
』
(

昭

お
・
3

)
、

玉
上
琢
弥
・

柿
本

奨
『
騎
鈴
日
記
本
文

篇
』
(
昭
お
・

9
)

池
田
亀

鑑
『

校
異
紫
式
部
日
記
』
(

昭
お
・

日)
、

秋
葉
安

太
郎
『
校
本

大
鋭
(
大
鏡
の

研

究
)
』

(
昭
お
・

9
)

が

あ

る
。

ま
た

本

文

資

料
の

類

衆
に

久

曽

神

昇

『

古

今

和
歌
集
成
立
論 、

資
料
篇
上
中
下
』
(
昭
お
・
7

、

9
、

ロ
)

、

萩
谷
朴
『
平
安

朝

歌

合

大

成

四
、

五
』

(

昭

お
・

7
、

昭
お
-

m
)

が

あ

り
、

未

公

刊
の

資

料

の

翻

刻
に

田

中

重

太

郎

「

山

本

嘉

将

博

士

蔵

堺

本

枕

草

子

下

巻

複

製
」

(
『
枕

冊

子
木
文
の
研
究
』

付
載、

昭
お
・

ロ
)、

大
橋
清
秀
『
和
泉
式
部
日
記
の
研
究
』

(
昭
お
・

日
)
、

玉
上
琢
粥
「
対
校
降
能
源
氏
物
語
絵
詞
」
(
「
女
子
大
文
学
国
文

9 



編
一

昭
お
・

2)
、

k
村
悦
子
「
か
け
ろ
ふ
の
日
記
下」
(「
平
安
文
学
研
究
M

l
m」
連
載)

な
ど
や
私
家
来
の
翻
刻
な
ど
様
ん
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
国
語
史

料
と
見
る
と
き
は
、

『
J「
安
朝
文
法
℃
』

の
時
代
よ
り
遥
か
に

整
四止
さ
れ
厳
常

に
な
っ
て
は
い
る
が
、

如
何
ほ
ど
原
初
的
な
形
態
を
求
め
原
著
者
の
そ
れ
に
迫

ろ
っ
と
し
て
も
所
設
転
写
E
体
の
役
彩
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の

点
で
同
じ
国
文
学
者
松
田
式
犬
同
士
の
「
文
献
学
的
研
究
の

批
判
と
推
進
!
古

典
本

介入
へ
の
伝
取
主
体
の
代
影
!
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」

昭
お
・

5
)

の
提
言

は
、

国
語
史
料
と
見
る
と
き
は
一

一肘
深
刻
に
響
く
。

む
し
ろ
同
議
史
の
一

等
資

料、

例
え
ば
利
点
資
料
等
の
口市
納
か
ら
得
た
事
実
に
某3
つ
い
て
逆
に
そ
の
表
記

等
を
検
討
し
古
山中
の
残
仔
状
態
を

判定
す
る
の
も
一

方
で
あ
ろ
う
。

小
林
芳
規

「
沼
産
隠
抄
の
表
記
の
検
討
」
r
「
王
朝
文
学
4
」

昭
お
・

8
)

は
従
来
日
一治
法

別
記
の
ま
ま
不
用
意
に
採
っ

て
い
る
江
戸
時
代
転
写
本
の
そ
れ
の
信
湿
性
を
衣

記
の
而
か
ら
検
討
し
た
も
の
で、

行
の
よ
う
な
見
解
に
基
づ

く
試
み
で
あ
る
。

中
世
門以
後
の
国
文
資
料
に
な
る
と
事
情
は
異
な
る
も
の
も
あ
る
し 、
日且
も
多

く
な
る

。
「
日間
代
本
市「
家
物
語
」
(
巻一一一

|
巻
五

、

「
国
学
院
雑
誌
」

連
載 、

昭

お
・

3
月
ま
で
)

、

「
未
刊
御
伽
市
子
集
と
研
究
同
」
(
昭
お
・

9
)

、

「
神
道
物

語
集
」
(
昭
お
・

6
)

や
鈴
木
勝
忠
『
未
刊
縦
俳
資
制
』
(
五
i
十
一

期)

の
近

世

文
芸
作
品
の
拠
刻、

ば
て
は
明

治
大
正
期
の
作
Lr求
の
主再
開
等
の
紹
介
ま
で
そ

の
量
は
多
い
。

拍百
沖
洞
叢
主日
に
は
中
世
近
世
の
作
品
の
翻
字
を
多
く
収
め
、

続

日
本
歌
謡
雫
成
・

古
典
文
庫
・
山
h
波
文
附
の
伐
製、

翻
刻
も
国
語
史
に
も
大
事

な
資
料
を
含
む。

又
『
新
古
今
諸
注
←

覧』
(
「
説
林
別
刊
」、

昭
お
・

日
)

は

新
古
今
の
誇
注
の
所
ι
を
中
世
以
後
五
十
五
の
注
釈
か
ら
歌.
こ
と
に
示
し
て
あ

マ
Q
。

書
道
史
家
の

手
に
成
る
も
の
に
、

平
安
時
代
の
仮
名
消
息
の
新
資
料
の
解
読

と
解
説
が
あ
る
。

伊
東
屯
治

「
正
倉
院
御
物
東
南
院
文
章国
紙
背
仮
名
消
息
」、

田
村
悦
子
「
西
行
の
官
蹟
資
料
の
倹
討
|
御
物
本
円
位
仮
名
消
息
を
め
ぐ
っ

て

|
」
(
共
に

「
葵
術
研
究
二
一

四
」

昭
お
・

l)
は
平
安
時

代
の

平
仮
名
文
の

基
本
的
資
料
と
し
て
表
記
様
式
史
の
上
に
有
用
で
あ
り、

又
語
法
・

音
韻
史
函

で
も
前
者
に
「
は
ん
ぺ
り
」、

後
者
に
「
け
う
(
飽バ)

な
く
」

が
存
す
る
。

資
料
の
探
索
は
、

仮
名
消
息
に
限
ら
ず
続
け
ら
れ
る
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味

で
近
刊
の
『
肥
前
島
原
松
平
文
時
目
録
』
(
昭
お
・

ロ)
、

『
加
賀
文
時
目
録
』

(
昭
お
・

4
)
、

『
天
浬
図
書
館
士口
活
字
本
円
録
』
(
昭
お
・

日
)
、

『
北
岡
文
郎

蔵
書
解
説
目
録
l
細
川
幽
斎
関
係
文
学
書
』
(
昭
お
・

ロ
)
、

『
図
書
寮
典
籍
解

題
漢
籍
篤
』
(
昭
お
・

日
)
、

『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
上
』
(
昭
お
・

3
)

は

有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
。

資
料
の
面
に
も
時
代
の
影
響
な
い
し
は
時
代
の
動
き
と
類
似
な
も

の
が
現
わ
れ
る
。

第
一

は
啓
蒙
的
全
集
の
刊
行
で
、

朝
日
古
典
全
書
と
日
本
古

典
文
学
大
系
が
引
き
つ
づ

き
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

後
者
は
こ
の
二
年
間
に

二
十
四
間
を
予
定
通
り
配
本
し
た
。

啓
蒙
的
意
図
を
持
ち
な
が
ら、

テ
キ
ス
ト

の
E
確
な
翻
{子
と
行
き
届
い
た
校
異
を
持
っ
て
、

肢
も
古
い
本
文
の
採
用
(
謡

曲
)、

党
一

本
に

関
す
る
一

つ
の
定
本
作
成
(
平
家
物
語)
、

未
公
刊
の
本
文
の

公
刊
(
源
氏
物
語
・

大
鏡
・

歌
舞
伎
脚
本
集
・

連
歌
論
俳
論
集)

な
ど
で
定
評

が
あ
る
。

語
葉
索
引
や
国
語
学
論
文
の
底
本
に
採
ら
れ
て
共
通
の
論
考
の
場
を

も
与
え
て
い
る
。

又
注
解
に
は
国
語
資
料
の
利
用、

国
語
学
の
常
識
の
生
き
た

も
の
が
あ
り、

注
釈
術
が
国
語
学
の
領
域
に
入

り
つ
つ

あ
る
印
象
を
持
つ
。

他

に
国
語
学
徒
の
手
に
な
る

注
釈
に
、

関
沢
慶
子、

小
松
登
美

『
寝
党
物
語
全

釈
』
(
昭
お
・

9
)

が
あ
る
が
こ
れ
は 、

山
岸
徳
平
『
八
代
集
全
注
』

と

共
に

始
め
て
の
全
注
・

釈
で
あ
る
。

第
二
は
古
書
複
製
等
の

再
版
で
あ
る
。

士口
辞
書

『
鰻一
頭
屋
本
節
用
集
』
(
昭

お
・

2
)
、

『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
』
(
同)
、

『
乾
本
草
書
節
用
集
』
(
昭
お
・

1
)
、

お
よ
び
『
士口
沢
義
則
校
注
延
慶
本
平
家
物
語
』
(
昭
お
・

7
)

で
、

古
辞

書
の

再
版
は
引
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
注
釈
書
に
国
語
資
料
の
利
用
が

盛
に
な
っ
た
世
情
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

高
価
な
古
本
に
嘆
い
て
い
る
者

の
渇
を
い
や
し
て
く
れ
て
有
難
い
が、

旧
版
の
ま
ま
で
か
つ

印
刷
の
不
鮮
明
な

の
は
残
念
で
あ
る
。

古
辞
書
に
は
索
引
や
解
説
付
で
ゆめ
り
た
か
っ
た
。

亀
井
孝

編
『
五
本
対
照
改
編
節
用
集』
(
付
「
あ
l

い
」

昭
お
・

8
、

同
「
い
l

お」

10 



資料・辞書・索引

明
日凋
・
6
)

が
偶
々
そ
の
要
求
を
満
す
こ
と
に
な
っ

た
。

こ
れ
は
明山
本
本
・

伊

京
集
・

天
汁
本
・

鰻
凶
口町
上下
・

日勿
林
本
を
五
十
t
H
順
に
改
編
し
た
も
の
だ
が 、

見
出
し

訴
に

清
濁
な
ど
の
考
察
が
行
き

Mm
い
て、

使
っ
て
業
し
い。

又
『

延
慶

本
山「
家
物
語
』

の
七日
沢
怖い
士山
佼
竹山
本
に
は 、

一

行
以
上
に
及
ぶ
脱
文
・

脱
字
・

倒
批判
な
ど
相
当
数
の
誤
謬
の
存
す
る
こ
と
が
木
村
長
「
吉
沢
博
士
校
注
応
永
世口

PJ
延
阿何
本
半門家
物
訴
の
本
文
付」
(「
か
が
み
5
」
昭
お
・
3)

に
指
摘
・
一
覧

さ
れ
て
い
る
が、

こ

の
よ
う

な
労
作
が
採
用
さ
れ
て
い

な
い

の
は
円

惜
し

い。

か

の
本
の
表
記
様
式
は
山中
世
の
そ

れ
を
代
友
す
る
も
の
で、

翻
山子
で
は
な
く 、

複
製
そ

の
も
の
が
渇
引
さ
れ
る
。

広
応
大
学
文
学
部
閑
語
学
研
究
主
編
『

校
本

干
線
{子
吉
』
(
昭
お
・

5
)

が
、

川
校
勘
本
に
、

そ
の
後
発
見
さ
れ
た
図
書
寮

本
名
義
抄
と
の

対
校
を
加
え

て
い

る
の
は
さ

す

が
で
あ
る
。

複
製
本
で
は、
『

静
嘉
堂
文
時
蔵
迩
歩
色
柴
災
』
(
お
・

1
)

と
貴
重
lU
品川
'問

刊
行
会
『
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
長
啓
』
(
昭
お
・

6
)
(
山
田
忠
雄
氏
解
説)

が

公
刊
さ

れ
た
が、

士円
文
献
の
擬
製
事
業
が

戦
前
に
比
べ
て
仮
わ
な
い
こ

と
も、

又
こ
の
両
年
に
お
け
る
第
三
の
傾
向
と
い
え
よ
う 。

辞
書

士口
辞
書
に
つ
い
て
の
書
誌
的
・
謡
史
的
考
察
は
「
国
語
学
史」
の
項

に
譲
る。

従
っ
て
本
項
で
は

現
代
人
の
編
著
に
な
る
国
語
関
係
辞
書
が
対
象
と

な
る。平

山
締
男
編
『

八f
同
ア
ク
セ
ン
ト
砕
他、
』
(
昭
お
・

6)
が

二
ヶ
年
間
の
辞

典
に
つ
い

て
は
決
大
の
収
穫
で
あ
る
。

同
時
に
こ

の
ア
ク
セ
ン
ト
専
門
の
，辞
苫

の
実
現
は
既
刊
の
金
出
一

存
彦
監
修
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
仇
』

と
並

ん
で
辞
苫
史
上
岡
矧
的
な
業
縦
で
あ
る
。

後
者
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

に
重
点
を

お

い
た
の
に

吋
し

て、

全
国
的
視
野
と
子
山
降
士
の
ア
ク
セ
ン
ト
系
誇
と
に
よ

っ

て 、

所
収
話
十
万
訴
に
つ
い
て
東
京
・

京
招
・

鹿
児
応
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
併

記
し、

始
め
て
現
代」
泉
町州
ア
ク
セ
ン
ト
の
静
香
が
完
成
し
た。

複
合
語
や
各
活

用
形、

諺
の
ア
ク
セ
ン
ト
ま
で
示
し
て
お
り、

明
和
三
十
年
代
の
ア
ク
セ
ン
ト

記
述
と
し
て
国
語
史
料
と
も
な
る。

こ

れ
に

比
べ

て
閑
語
砕
典
の
面
で
は
前
年
ま
で
の
低
調
な
傾
向
が
こ

の
両
年

も
続
い
て
ま
だ
峨
後
の
綬
が
あ
る。
ハ
ン
デ
ィ
な
当
用
辞
S
の
新
刊
・
再
刊
の

氾
続
は
お
び
た
だ
し
い。

今
日
ほ
ど
鮮
な回
が
出
版
事
業
に
顧
み
ら
れ
又
多
く
の

国
話
学
徒
が
編
集
に
参
加
す
る
と
い

う
こ

と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

と

忠
わ
れ
る。

純一
論、

節
分
的
に
は
新
見
や
検
索
法
な
ど
に
工
夫
が
こ

ら
さ

れ
て

き

て
は
い
る
が
、

内
容
は
、

例
え

ば
用
例
が
依
然
と
し

て
大
日
本
国
話
静
典
や

大一一円
海
の
係
引
で
あ
っ
た
り
す
る。

当
時
よ
り
学
問
が
精
細
・
広
範
聞
に
な
っ

て、

「
資
料
」

に
見
る
ご

と
く

本
文
校
訂
も
厳
常
に
、

新
資
料
も
加
わ
り、

訓

点
語
柔
も
採
集
さ
れ、

注
釈
而
に
も
新
し
い
成
果
が
上
り、

諸
官制
の
索
引
も
増

加
し
古
認
の
清
濁
の
復
元
も
ん子品川
侭
名
芯
の
究
明
も
進
ん
で
い
る。
こ
れ
ら
の

成
巣
を
も
っ

と
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い

も
の
で
あ
る
。

た
だ
布
の
よ
う
な
伴
典
の
編
集
に
参
加
し
た
学
徒
が
そ
れ
に
よ
っ
て
次
第
に

間
以一
さ
れ
て、

従
来
向
明
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
諸
問
題
l
芯
味
の
分
析

と
記
述、
間
活
別
誌聞
の
識
別
な
ど
|
に~
ペっ
さ、
本
俗
的
な
静
書
の
論
を
希
む
声

と
し
て 、
水
谷
治
夫
「
語
釈
|

本
俗
的
所
苫
の
論
の
前
応
l

」
(
「
国
語
学
幻
」)

、

「
わ
た
く
し
た
ち
の
国
語
辞
書
・

特
定
」
(
「
言
語
生
活
」

昭
お
・

3
)

が
提
出

さ
れ
た
の
d

、

一

つ
の
動
き

と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

問問
書
の
編
纂
法
に
つ
い
て
は
既
に
明
治
時
代
の
光
学
に
よ
っ
て出細
説
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
現
実
に
は
意
味
論
の
未
発
達
ゃ、

時
代
語
別
記
述
の
未
開
桁
|

わ
れ
わ
れ
は
中
世
話
砕
品川
を
持
た
な
い
し
そ
の
必
縫
と
し
て
の
中
世
活
の
索
引

も
少
な
い

|
、

和
説
中
心
で
な
く

近
世
以
前
の
国
語
の
中
に
存
す

る
渓
語
あ
る

い

は
記
録
語
の
記
述
も
不
十
分
で
あっ
て、

今
日
の
静
香
は
多
く

の
欠
陥
を
持

っ
て
い

る。

要
は
実
践
に
あ

ろ
う
。

間
活
学
右
の
中
に、

話
法
あ
る
い
は
文
体

を
専
門
と
称
す
る
よ
う

に
「
辞
書
」

に
専
ら
取
組
む
人
も
必
要
で
は
な
い
か

。

索
引

取
近
の
研
究
苫阜、
注
釈
主
に
は
付
録
的
に
主
安
語
句
・

事
項、

和
歌

索
引
な
ど
を
付
け
る
の
が
一
般
で
あ
る
が、

本
項
で
は
「
索
引
」

そ
の
も
の
が

独
立
し

た
形
か

な
い
し

は
校
本
な
ど
と
一

緒
に
公
刊
さ
れ
た

も
の
を
扱
う
。

索
引
公
衣
の
形
式
は、

そ
の
制
作
臼
的
の
遠
い
で
災
な
っ
て
い
る。
一
は、

③
当
面
の
目
的
が
制
作
者
自
身
の
次
に
予
定
す
る
体
系
的
総
合
的
記
述
等
に
あ
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っ

て

そ
の

手
が
か

り

と

す
る
と
か
、

@
本
文
の

付

随
的

位
置
に

あ
う

て

そ
の

資

料

を

正
し

く
担
仮
す
る
と

か、
の
あ
る
レ

は
記
述
的
辞
書
作
製
の

以
礎
資
料
と

す
る
と
か
、

又
は
@
作
成
過
程
そ
の

も
の

に
教
育
的
意

義
を

認
め

る
と

か
い
っ

た

当

引
の

什

的
の

手
段
と
し
て

従
の
e
u

場
に

あ
る

場
合
で
、

他
は

@

別抗'
引
お

よ

び

将

来
に

お
い

て

誰
か

が
い
つ

か

益
を

蒙
る
で

あ

ろ

う
と
い

う

予

想
の

t
で
、

そ
れ
を

当

同
の

け

的
と

す
る

場
人
円
で

あ
る
。

し
か

し

後
者
に

お
い

て

さ
え

も

利

用
名
は
何
ら
か
の

H
的
を
以
て

検
災
す
る
で
あ

ろ

う
か
ら、
い

ず
れ
に
せ
よ
宗

引
そ
の

も
の

は
手
段
で
あ
る
。

と

す
れ
ば
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
た
め
の

技

術
が

問
題
と

な
る
。

A7
口
ま
で
の

所
そ
の
よ
う

な
「
技
術
の
論
」

を

聞
か
な
い

が、

そ
れ
は
不
必
要
だ
か
ら
で
は
な
く、

京
引
公
表
の
盛
行
が
最
近
の
事
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

二

ヶ

年

間
に

お

け

る

円

本

語
の

語

家
J，
m

引

を

け

的
か

ら

見
る

と
、

「

資

料
」

に

既

述
し

た

『
重

刊
改
修

提
灯

新
語
』

『
全

断
行ハ
炉
問

日

本

風

十記
』

の

付

載

索
引
や、

『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
『
大
鋭
の
研
究
(
本
文
篇)
』
『
紫
式

部
ハ

記
』

「

虎

消

本

狂一一-一
什
の

総

点

引
」

(
『
研

究

史

大
成

認

刷
・

狂

言
』

付

載)

の

付
総
総
京
引
は
@
な
い
し

③
と

Hん
ら
れ
る
。

点
引
は
迫
漏
や
矛
市
・

無
意

味

な
重
抜
の
な
い
こ
と
が
辺
本
条
件
だ
が、

又
正
し
レ
本
文
や
正
確
な
読
み
の
上

に
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

か
ら、

こ

れ
ら
は
所
を

科
て
い

る
し
、

他
国
本
文
の

資
料
性
を

高
め

る
に

役
立
っ

て
い

る
。

④
は

風
間
力
三
『
土
佐
日
記
動
詞
分
河川
京
引』
(
昭
お・
6
)

が

挙
げ
ら
れ

る
。

こ
れ
が、
同
氏
のv
削
作
『
伊
勢
物
語
動
制
分
頭
以
引
』

を

受
け
て

共
に

特

災
な
配
列
に

よっ
て
い

る
の
は
、
「
語

静止
史
お

よ

び
文
法
史
に

資
す
る

た

め
の

分
類
話
誌
を

志
向
」

し
て
い
る
か

ら
で、
こ
の

よ
う
な
京
引
の

私
み
重
ね
が

語

公

論
・

一松

川県
巾人

等
に

桁
力
な

働
き
か

け

を

す
る
は

ず
で

あ
る
。

こ
の

殺
の

京

引

な
ら、

先
に
山
間
的
士
の

『
j
un
日
記
点
引
』

が
あ
っ

て
も
重
絞
し
な
レ
。

同

一

Hn
H
m
に

必

引
が
二

日円
以

上
あ
っ

て

も
よ
レ

と
い

う一
育
は
、

十れ
の

意
味
に

お
い

て
千刊
行
で

き
る
。

正
務
臥
『
平
賀
元
ん小沢
歌
集
用
語

京
引
』
(
昭
お
・

ω
)
(
自
立
語
の
み
)

は
@

と

見
ら
れ
る。
第
二
の

立
場
で
の

栄
引
は
、

第
三
者
の

利
用
と
い

う
点
か
ら
考

え
て

存

観

性
に

徹
す
る
こ

と

と

使
直
主

義
と
レ

う、

矛
盾
す
る
こ

而
の

度
合
で

形
式
が
様
々
と
な
る
。

例
え
ば、

配
列
の
活
準
と
し
て
の
仮
名
迫
の
問
題、

漢

字
表
記
語
の

処
閉山

之内
引
の

対
象
が

中
世
文
献
に

拡
が

る
と
一

回
切

実
に

な

る
)、

所
拠
文
法
体
系
な
ど
に
問
題
が

存
す
る
。

決a'
イ
ム糸
引
に
は、

森
山
隆
『
古
事
記
漢
字
京
引、

本
文
錆
付
』
(
昭
お
・

3
)

舶
が一

節
也

『
風
士

記

淡
字
索
引

ω
(
常
陸
風
土

記
)
』
(
昭
お
・

6
)

が
あ
り
、

前
者
に

は
点
目
仮

名

整
理
の

意

図
が

窺
わ

れ
る
。

『
大
渓
和

辞
典
』

の

蔽

終
巻
の

『
宗
引
(
巻
十
三
)
』
(
昭
お・
5
)

に
は
「

総

画
」
「
字
音
」

「

字

訓
」

各
索
引

の
外
に
、

中
国
に
お
け
る
「
四
角
号
腐
索
引
」

を
も
収
め
る
。

人
名
・

件
名
索
引
に
、

筏
勲
『
正
倉
院
文
書
大
宝
・

養
老
戸
籍
の
人
名
語
の

索
引
付

帥
』

(
昭
お
・

4、
9
)、
吉
田
義
孝

『
日
本
書
記
神
名
人
名
索
引
』

(
閉
お
・

1
)
、

熊
谷
幸
次
郎
『
続
日
本
紀
索
引、

件
名
・

雑
件(
上
)
』
(
昭
お

-
m
)

が
あ
り、

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』

は
=一
冊
目
(
き
l
さ
)
(
昭
お
・

4
)

が
出
た
。

布
ら
の
索
引
の
大
部
分
が
私
版
の
謄
写
印
別
で
あ
る
。

編
者
の
労
苦
が
窺
わ

れ
る
と
共
に
、

索
引
公
表
は
こ
の
両
年
も
厳
し
い
現
実
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
が

与
え
ら
れ
る
。

時
代
別
に

見
る
と
上

代
が

最
も

多
く、

平
安
時
代
の

文

学
作
品
が

次
ぐ
。

こ

れ
は

上
代
文
献
や
平
安
時
代
作
品
に
は
本
文
の

整
備
が

大
体
出
来
て
来
た
こ
と

と

川
関
係
で
は
な
い
。

更
に
中
引
期
の

諸
資
料

を
は

じ
め

近
世
以
後
の

資
料
に

つ
い

て

も、

そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に

応
じ
て

諸
種
の
索
引
の

作

製
公
表
さ
れ
る
こ

と
が
希
ま
れ
る
。

12 

〔
付
記
〕

編

集

部
か

ら

寄
せ

ら
れ
た

抜
刷
は

数

点
で

あ
っ

た
の

で
、

木

項
凶

係
目
録

作
成
に

大
久
保

強
・

富
田

裕
行
・

街
地
昭

助
・

六

川

嘉

幸
・

松
本

文
彦

諸

氏
の

援

助

を

得
た
。

文

国

史

史

料
に

つ

い

て

石

井

英

雄

氏
の
、

国

文

学

資

料

に
つ

い

て

神

作

光
一

氏
の

教

示

を

仰
い

だ
。

記

し

て

お

礼

申
し

上

げ

る
。


